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令和 8年 3月 27日 

ぶるーむハウス  地域連携推進会議 議事録 

作成者 サービス管理責任者 

1.日時 

令和 8年 3月 26日（木） 14時～15時半 

 

 

2.場所 

ぶるーむハウス リビング 

 

 

3.出席者 

 ・ぶるーむ子ども食堂ボラ 図書ボラ 育カフェボラ 

 ・ぶるーむ子ども食堂ボラ 

 ・ぶるーむハウス利用者様 

 ・ぶるーむハウス利用者様ご家族様 

 ・ぶるーむハウス管理者 

 ・ぶるーむハウスサービス管理責任者 

 ・（ぶるーむの風相談室 相談支援員） 見学者として 

 

欠席者 

 ・１名 

 

 

4.議題 

①出席者自己紹介 

②ぶるーむの説明 

③ぶるーむハウスの説明 

④ぶるーむハウスの見学 

⑤ぶるーむハウスの取り組み 

⑥ぶるーむハウスでの事故やヒヤリハット報告 

⑦ぶるーむハウスの今後の課題 

 

 

5.配布資料 

令和 7年度 地域連携推進会議 資料スライド 
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6.議事 

①出席者自己紹介 

初回の為、それぞれが自己紹介をして始める。 

 

②ぶるーむハウスの説明 

資料に沿って管理者からぶるーむの説明を行う。 

・ぶるーむハウスの説明の際に、営業時間について、今は日曜日の昼過ぎから土曜日の朝

まで開所しているが、いずれは 365日 24時間の開所を目標にしている。 

・地域生活拠点となっている。 

・ぶるーむハウスは柏市の方の特に医療的ケアがある人を受け入れる受け皿としての役割

を担っているとの説明。（※１） 

・ＧＨの家賃について 7万円とあるが、国からの補助が 1万円、市からの助成金等が 

2万 5千円あり、実際は 3万五千円である。 

・水道光熱費について、今頂いている額では昨今の社会情勢では難しくなってきており、

来年度は増額することが先日の家族会で話されている。 

ぶるーむハウスは利用者様の暮らす家として安心できる環境で過ごせる様に支援をしてい

きたい。 

 

意見（※１） 

・ぶるーむハウスが医療的ケアの人が利用できるセーフティネットになっていると思う。   

 素晴らしい事だと思った。 

質問 

・ぶるーむハウスはグループホームの方が 7名とショートステイの方が 3名の合計 10名が  

 利用されているという事で良いか？ 

解答  

・はい。一日最大人数が 10名。ショートステイに関しては、安全にお過ごしいただくため 

 にご利用状況によっては 2名や 1名の日もある。 

 

③ぶるーむハウスの見学 

・機械浴室、家族室、リフト浴室、居室それぞれを見学した。 

 

④ぶるーむハウスの取り組み  

・資料の内容について説明 

 

⑤ぶるーむハウスでの事故やヒヤリハット報告 
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⑥ぶるーむハウスの今後の課題 

・開所から 7年経ち、機器の修理や大きな改修の必要などが出てきている。 

・継続して支援を行える環境を整えていきたいと考えている。 

 

 

それぞれの感想 

・食堂ボランティアの方：今回の話を聞いて、地域にこのような素晴らしい施設がある事 

 を知れて良かった。 

・ご利用者家族：いつもぶるーむハウスのスタッフの方やヘルパーさんにはとても感謝し 

 ている。 

 以前、アクシデントが起こった時も話し合いを重ねて良い方法を考えてくれた。 

・ご利用者：（ぶるーむハウスでの生活が楽しいですか？の問いに）「うん！」との返事。 

・サビ管：ぶるーむハウスを地域の方に説明したり、知って頂いたりする機会が無かった 

 のでとても有意義な会議となったと思う。 

・管理者：今回は一回目という事で、説明の多い内容となってしまったが、ご利用者様の 

 生活や支援の様子について知って頂くいい機会となったと感じる。 

 来年度はもう少し早い時期に開催できるよう準備する予定。 

 

 

                                  以上 

 


